
①取組1:地権者調査

成果と課題

地権者全 26名中、16名の本人、6 名について実質的に管理を行なって
いる親族と連絡を取ることができた

1. 各筆の実質的な管理者が把握できた
‒ 

親族6名中、1名は地権者の母、残り5名は地権者の息子
による回答。

面積で262平米（対象空き地の92.9%）についての承諾
所有者数では 22名（全所有者の84.6%）の承諾

2. 整地、調査に対する承諾が得られた
‒
‒

あくまでも、調査段階、調査に必要な整地についての承諾
であり、活用に際しては改めて説明を求める地権者が大
半であった。もとより放置していた土地なので活用含め、
自由に使っていいと話した地権者は22名中2人のみ。

連絡不達の所有者 3 名分と、所有者不在の 1 筆が未承諾のまま

3. 承諾が得られていない筆について課題を残した
‒

承諾なしに活用等をすることはないが、そのためにも活
用可能な土地との間で境界を確定する必要があり、その
ための雑草除去であるという論拠が通るかどうか。

4. 各取組の成果・分析
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②取組2:対象空き地の整地

成果と課題

1. 対象空き地の状況が把握できた

東側宅地と接する境界線上には水路があったが、管理不全によっ
て水流がなく、雨天時には宅地方向に雨水があふれ、宅地の基礎を
侵食していた

家屋の劣化を防ぐため、東側宅地の居住者が水路のあった位置よ
り西に盛り土による堤防を築 いている（地権者の承諾なく）

1. 対象空き地の外周東側

・

・

元の位置に水路を復元したとしても、盛り土分の水位を
超えないと機能せず、実質的には水路機能を復元するの
が難しい

南北方向の傾斜と、東西方向の傾斜が共に緩やかなことと、対象空
き地から空き地外への排水が確保しづらい（後述）こと、地面が平
らでなく窪みが点在すること、土壌が粘土質であることなど から、
外周の水路などを整備しても乾地部分がほとんど確保できないこ
とがわかった

3. 土壌と地形について

・

乾地部分を確保するために、盛り土などの方法が考えら
れるが、どの程度の施工によって効果があるか、実証が
必要

区画内の北側は、地籍に水路や畔が見られる通り、ある程度は地権
者がそれぞれに利用していた時期が続いていたと考えられる

南側は逆に、地籍でも筆が接していることから、共同の苗床であっ
た時期から、それ以降の調整池として機能するようになった時期
( 後述 ) も、境界が明確でなかったと思われる

2. 対象空き地内の利用歴

・

・

地権者ごとに活用の可否、承諾状況が異なった場合、
境界確定が可能かどうか

4. 各取組の成果・分析
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成果と課題

2. 対象空き地周辺の状況、歴史的経緯が把握できた
1. 対象空き地からの排水について

最も低い南端の水路は発見できず‒ 

→周辺住民への聞き取りにより状況が判明

低

川

海方向
→

山からの水

低
傾斜

川と対象空き地をつなぐ水路

2. 対象空き地周辺の状況、歴史的経緯が把握できた
2. 対象空き地外の宅地

対象空き地から川に排水する経路でなく、川の増水時に宅地を避けて
川からの水を対象空き地に引き込む水路であった

‒ 

低

川

海方向
→

山からの水

低
傾斜

当初は対象空き地
南側からあふれた水が
川に流出すると想定

実際には川から
 対象空き地に
向かう水路

②取組 2: 対象空き地の整地

4.各取組の成果・分析
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成果と課題

2. 対象空き地周辺の状況、歴史的経緯が把握できた
2. 対象空き地外の宅地

大雨等による川 増水時に建物 ない宅地部分が水路化‒ 

3. 以降の取組について方向性を修正
対象空き地南側の畔、水路のない区画と、隣接する宅地について、遊水池として
の機能を損なわないことを優先

→湿地帯の管理、活用を考えるよりも、湿地帯に影響を及ぼさない
　乾地の管理という視点が必要となった

川

山からの水

低

川

海方向
→

山からの水

低
傾斜

建物、住民有り 建物、住民有り

現状、建物がない
2筆が実質的には
水路の役割を果たし、
対象空き地の南側と
共に遊水池と
なっている

②取組 2: 対象空き地の整地

4.各取組の成果・分析
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③取組3:乾地帯の実際の活用に向けてのワークショップ

成果と課題

ワークショップの準備が整い、検討対象が明確になった
乾地化と活用を目指す対象を区画Aと区画Bに分け、A→Bの順に取り組むこととした

区画 Bについては、④の地権者の承諾を得られたタイミングで取組を開始‒ 

区画 A、B共に、まだ地面が乾いていないことが課題‒ 

盛り土を行うことで、どの程度地表を乾地化できるか調査が必要‒ 

区画 Aのうち、①～③について、盛り土を含む調査の承諾を得た‒ 

③は地目が畑であるが、①、②は田であるため、盛り土の量によっては地目
変更の必要あり ( 市農林水産課との協議結果 )

‒ 

区画 B
区画 A

④

③

②

①

4. 各取組の成果・分析
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成果と課題

区画B
区画 A3

区画 A2

区画 A1

ワークショップの開催
区画A1およびA2に30cm~50cm程度の盛り土を実施後、現地視察を含めた事業報告会
およびワークショ ップを開催した

ファシリテーターは岡山大学地域総合研究センター長  三村聡教授に
依頼した

‒ 

対象空き地に関して利害関係のある周辺住民を中心に、 地域住民と岡山大
学まちづくり研究会のメンバーなどが 参加した

‒ 

感染症などのリスクを鑑み、当初の予定より参加人数が 少なくなるよう誘
導したが、最終的には 50人弱の参加と なった

‒ 

同様の理由により、室内での付箋を用いたアイデアまとめなどは控え、口
頭による意見出しや討議を中心に行なった

‒ 

終了後に行なった映画上映では子供と大学生が共に鑑賞し、保護者や報告
会の出席者等との親睦を図った

‒ 

住民による手作りのポップコーン、ゼリーなどが振舞われ、参加した子供
からは好評を得た

‒ 

4.各取組の成果・分析
③取組 3: 乾地帯の実際の

活用に向けてのワークショップ
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ワークショップでの意見まとめ

地区住民
自宅が対象空き地に隣接しており、空き地内の池が草などで埋まってしまって以来、
大雨で床下浸水することが多い。昨年こそなかったが、ほぼ毎年、何度か水被害に
遭っている。一方、池を復元してそうした状況を改善することは難しいのだから、
自身のことは気にかけず、皆が喜ぶように活用してほしい。

三村教授
何か、コミュニティビジネスの元になるような、「売れる作物」を育ててはどうか。
参考として、呉の筆作りや、ポプリ栽培、真庭市が行なっている牡蠣筏用の竹と、
牡蠣殻のトレードなどの事例を提供

裳掛小学校 PTA 会長
今の自分たちは、近隣の方が作る野菜をいただくことで安心な食を確保できているが、
そうした方々も高齢化が進んでいる。例えば、自分たちが食べる野菜作りを習うような
ことを通じて、そういった安心を継続させたり、地域の人間関係を維持していったりす
るような場として活用できないか

グラウンドゴルフ同好会
対象空き地は、正式にグラウンドゴルフをしようと思ったら狭いけれども、例えば練習
場や体験の場として、ポストくらいが設置されていれば、年齢に関わらずグラウンドゴ
ルフに興味を持つきっかけになるのでは。そうしたことを通じて交流が盛んになればと
願う

岡山大学まちづくり研究会代表
例えば、子供に対する読み聞かせや、読書、映画鑑賞など、ごく普通のことであっても、
野外で行うだけで特別な体験になるものは多いと思う。青空文庫のように、既存のものに
「青空」とつけるだけで新鮮な体験となる何かを実施できる場として、色々なことを試し
たい

大学生
露地栽培を前提に考えると排水の問題があるが、ビニールハウスを利用することである
程度解消できるのではないか。

地区行政委員
水生植物を栽培してはどうか。現存している雑草を根絶やしにすることは難しいが、
それを済ませれば管理していけると思う。

一般女性
これまでに出た意見はそれぞれ魅力的で、農業にせよ、マルシェなどの開催にせよ、
青空企画も、すべて実現できたらと思うが、それには盛り土をした区画だけでは狭
いと思う。もっと広範に活用したい。

一般男性
茅の栽培などはどうか。昨今、茅葺き屋根の修繕用に質の良い茅が高く販売されて
いると聞いている。そういったものを育てて地域の活動に活かせれば。

③取組 3: 乾地帯の実際の
活用に向けてのワークショップ

4.各取組の成果・分析
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取組
①取組 1：地権者調査
1. 地権者リストの作成
2. 地権者への連絡担当者の選定
3. 地権者への連絡
　土地の利用についての意向確認
4. その後の取組についての協議

②取組 2：対象空き地の整地
1. 草刈り
2. 水路復元
3. 対象空き地の水はけ、
　乾燥状態の観察
　追加の草刈り

③取組 3：乾地帯の実際の活用に向けての
　　　　　ワークショップ
 1. 方針確認

4. 盛り土調査
2. 事業報告会及びワークショップの開催
3. 映画上映会

時期

11 月初旬～中旬
11/28
11/29～12/1

12/2～12/4

12 月初旬～中旬

12/24～12/26、1/23、1/24

1/25～2/16
2/17～2/27
3/1

4. 各取組の成果・分析

実際の工程まとめ
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